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■２面 女性ニュース ■３面
読者のページ／まんが／乱楽

パズル ■４・５面 「改正Ｄ
Ｖ防止法」何が変わったのか／
女性 働く／ホットライン ■
６面 食事情／子育て相談／時
事クローズアップ ■７面 新
婦人のページ／主張／母の歴史

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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最大震度７を観測した能登半島。石川県は死者が

215人、災害関連死は14人（12日）となり、新潟、富

山を含めて、日を追うごとに被害が拡大していま

す。厳寒の被災地、過酷な避難生活の中で被災した

人たちの健康が危ぶまれるなか、政府の責任が問わ

れています。新婦人石川県本部（１面）と、富山、

新潟県本部（２面）からのレポートを紹介します。
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９日、緊急に行った石川県本部の救援募金宣伝。各班

から17人が参加。観光客がまばらな中、通行する人た

ちが次つぎ、支援の思いを寄せてくれた

（１月日現在）

救援募金にご協力を
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新日本婦人の会 ※「能登半島地震救援

募金」と明記。会員、読者の救援は「救

援基金」と明記を。
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